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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期
第３四半期
連結累計期間

第47期
第３四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 26,212,020 27,931,438 37,125,810

経常利益 （千円） 1,227,467 680,860 1,509,913

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 807,514 456,712 938,346

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 944,529 349,808 1,352,152

純資産額 （千円） 15,173,619 15,750,029 15,581,242

総資産額 （千円） 32,760,999 34,549,887 30,170,358

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 80.29 45.41 93.30

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 46.3 45.6 51.6

 

回次
第46期
第３四半期
連結会計期間

第47期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 31.18 31.67

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き景気は緩やかな回復基調をたどりましたが一部に弱

さが見え、また海外でも中国での景気減速や、米国での金利引上げなどが、世界経済に影響を及ぼす懸念もあり、

先行きは不透明な状況が続いております。

　当業界に影響を及ぼす個人消費は、消費税率の引上げを控え、力強さを欠いた状況にあり、年間最大の商盛期と

なるクリスマス商戦も盛り上がりに欠け、市場環境はやや弱含みで推移しております。

　当社グループにおきましては、中国での経済成長減速に影響された販売減少や、香港での小売市場の縮小などか

ら海外市場での営業活動はやや苦戦を強いられましたが、国内市場での積極的な営業活動により、売上高を伸ばし

ました。

　一方利益面では、今期でのプラチナ地金の継続的な相場下落が第３四半期にてさらに加速した結果、貴金属地金

製品の販売差損や在庫の期末評価損等を発生し、売上総利益の低下を余儀なくされました。また当期ではタイ製造

拠点の増床工事を実施し、中国では広州に新工場を設立し、製造体制を強化しましたが、準備費用の先行発生から

当期での利益貢献には至りませんでした。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は279億31百万円（前年同四半期比6.6%増）となりましたが、

上記から、営業利益は７億61百万円（前年同四半期比34.2%減）となり、経常利益は為替差損の発生により６億80

百万円（前年同四半期比44.5%減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億56百万円（前年同四半期比

43.4%減）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ43億79百万円増加し345億49百万円となりまし

た。主な要因はたな卸資産の増加42億65百万円や受取手形及び売掛金の減少４億88百万円、投資その他の資産の減

少４億59百万円等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ42億10百万円増加し187億99百万円となりました。主な要因は短期借入金の増

加39億３百万円、支払手形及び買掛金の増加10億32百万円や未払法人税等の減少３億70百万円、長期借入金の減少

３億10百万円等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ１億68百万円増加し157億50百万円となりました。主な要因は親会社株主に

帰属する四半期純利益の計上４億56百万円、配当金の支払１億81百万円等によるものであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(5）従業員数

　当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(6）生産、受注及び販売の実績

　当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

(7）主要な設備

　当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変動はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,929,100

計 22,929,100

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,331,546 10,331,546

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株

であります。

計 10,331,546 10,331,546 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 10,331,546 － 3,013,529 － 2,944,369

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式　　 274,700
－

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 　普通株式　10,054,500 100,545 同上

単元未満株式 　普通株式　　　 2,346 － 同上

発行済株式総数 　　　　　　10,331,546 － －

総株主の議決権 － 100,545 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、100株（議決権１個）

含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式98株が含まれております。

３．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社　桑山

東京都台東区東上野

二丁目23番21号
274,700 － 274,700 2.7

計 － 274,700 － 274,700 2.7

（注）　当第３四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式274,798株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,204,072 4,254,866

受取手形及び売掛金（純額） 5,198,047 4,709,053

商品及び製品 6,203,679 8,107,869

仕掛品 1,059,590 3,443,106

原材料及び貯蔵品 1,446,167 1,423,871

繰延税金資産 126,212 78,672

その他 428,785 407,029

流動資産合計 ※１ 17,666,554 ※１ 22,424,470

固定資産   

有形固定資産   

土地 5,153,419 5,136,740

その他（純額） 2,270,888 2,385,468

有形固定資産合計 7,424,308 7,522,209

無形固定資産   

のれん 21,790 20,155

その他 720,913 705,693

無形固定資産合計 742,703 725,849

投資その他の資産 ※２ 4,336,792 ※２ 3,877,358

固定資産合計 12,503,803 12,125,417

資産合計 30,170,358 34,549,887

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,176,700 2,209,344

短期借入金 6,750,000 10,653,240

未払法人税等 381,165 10,324

賞与引当金 119,260 90,713

その他 1,847,857 1,853,023

流動負債合計 10,274,983 14,816,646

固定負債   

長期借入金 2,977,198 2,666,916

繰延税金負債 293,401 327,940

役員退職慰労引当金 497,000 511,400

その他 546,532 476,954

固定負債合計 4,314,131 3,983,211

負債合計 14,589,115 18,799,858
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,013,529 3,013,529

資本剰余金 2,944,389 2,944,389

利益剰余金 8,459,932 8,735,624

自己株式 △156,410 △156,410

株主資本合計 14,261,440 14,537,131

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 745,732 815,603

為替換算調整勘定 574,069 397,294

その他の包括利益累計額合計 1,319,802 1,212,897

純資産合計 15,581,242 15,750,029

負債純資産合計 30,170,358 34,549,887
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 26,212,020 27,931,438

売上原価 18,443,119 20,555,410

売上総利益 7,768,900 7,376,028

販売費及び一般管理費 ※ 6,612,468 ※ 6,614,528

営業利益 1,156,432 761,500

営業外収益   

受取利息 4,456 5,416

受取配当金 46,957 48,291

不動産賃貸料 23,120 21,951

為替差益 86,530 -

受取補償金 - 33,918

その他 52,458 20,783

営業外収益合計 213,524 130,361

営業外費用   

支払利息 80,958 64,540

為替差損 - 102,115

地金品借料 38,409 22,837

その他 23,121 21,507

営業外費用合計 142,489 211,000

経常利益 1,227,467 680,860

特別利益   

固定資産売却益 1,449 1,467

特別利益合計 1,449 1,467

特別損失   

固定資産売却損 110 142

固定資産除却損 32 241

投資有価証券売却損 20 -

特別損失合計 164 384

税金等調整前四半期純利益 1,228,752 681,944

法人税、住民税及び事業税 394,942 183,093

法人税等調整額 26,295 42,138

法人税等合計 421,238 225,231

四半期純利益 807,514 456,712

親会社株主に帰属する四半期純利益 807,514 456,712
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 807,514 456,712

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 126,435 69,870

為替換算調整勘定 10,579 △176,774

その他の包括利益合計 137,014 △106,904

四半期包括利益 944,529 349,808

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 944,529 349,808

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

 

EDINET提出書類

株式会社　桑山(E02433)

四半期報告書

11/16



【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第３四半期連結会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成27年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

※１流動資産の貸倒引当金 13,433千円 12,302千円

※２投資その他の資産の貸倒引当金 22,209千円 660千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
　　至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年12月31日）

給料 1,026,584千円 1,056,580千円

退職給付費用 41,076 42,889

賞与引当金繰入額 53,372 51,234

減価償却費 150,842 147,627

広告宣伝費 404,823 539,807

支払手数料 2,852,467 2,806,111

役員退職慰労引当金繰入額 18,725 18,225
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

減価償却費 293,368千円 289,783千円

のれんの償却額 1,634 1,634

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 90,510 9.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年11月10日

取締役会
普通株式 90,510 9.00 平成26年９月30日 平成26年12月12日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 90,510 9.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年11月９日

取締役会
普通株式 90,510 9.00 平成27年９月30日 平成27年12月11日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　当社グループは、宝飾品の製造、卸、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　当社グループは、宝飾品の製造、卸、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 80円29銭 45円41銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 807,514 456,712

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
807,514 456,712

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,056 10,056

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第47期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当について、平成27年11月９日開催の取締役会にお

いて、平成27年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 90,510千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 ９円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 平成27年12月11日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月12日

株式会社　桑山

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鈴　木　　　聡　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮　下　　　毅　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 北　本　　佳永子　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社桑山の

平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社桑山及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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